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特 集 納得できる大学選びを支援する大学ポートレートとは

グローバル人材への憧れ
プロローグ

学習成果や経験を比較
アメリカのデータベース

自分に合う大学選び
理想のポートレート

納得と充実の学生生活
エピローグ

もしも日本の高校生が
“理想のポートレート”で大学を選んだら
いよいよ日本でも共通のデータベースを使った大学情報の公表が始まる。高
校生にとって活用度の高い“理想のポートレート”が存在したら、どのような大
学選びができるのか、仮想の物語を通して考えてみた。

フィクション

　ここは近未来の東京。ススムは、成
績は学年の真ん中ぐらい、教科の勉強
よりもクラブ活動やボランティア活動
に積極的な高校1年生だ。数学が苦手
で、自分では文系だと思っている。
　ある日、父が会社の同僚を招いて
ホームパーティーを開いた。そこで32
歳にして父の上司を務めるインド人の
ハーシュミーを紹介された。アメリカ
の大学を卒業し、転職しながら 8か
国に移り住んだこと、将来は世界中の
人々が利用するサービスを生み出した
いと思っていることなどを話してくれ
た。「こんな人がいるんだ！」とショッ
クを受けると同時に、憧れを抱いた。

　ススムは翌日の放課後、進路指導担
当の比角先生に尋ねた。「僕はアメリ
カの大学に進学できますか？」「驚い

た！どうして？」。ススムは前日のこ
とを話した。「世界で活躍したい。だ
から、まずはアメリカの大学に行きた
いのです」「私にもそういう時期が
あったわ。インターネットで一緒に調
べてみましょうか」。
　志望校について、具体的な条件やイ
メージがあるわけではない。「現実的
にはTOEFLやSAT、ACTなどの共
通テストのスコアが求められるけど、
とりあえずアメリカの大学選びのイ
メージをつかむために、まず、大学の
基本的なデータベースを見ます。基本
的に英語で書かれているので、翻訳機
能も使いながら見ていきましょう」。
　先生はまず、カレッジ・ナビゲー
ター＊1にアクセスしてみせた。アメ
リカのほぼ全ての高等教育機関の情報
が網羅されている。次にビッグフュー
チャー＊2にアクセス。2年制か 4年
制か、何を学ぶかといった大学選びの
プロセスごとに詳細な解説があり、選
択した大学と併せてよく見られている
大学が候補として表示された。ススム
にとって、動画が多く使われているこ

とが印象的だった。
　「最後にカレッジ・ポートレート＊3

を見ましょう。例えば、ハーバード大
学ははっきり言って今のあなたの成績
では難しいでしょう。カレッジ・ポー
トレートは州立大学のデータベース
で、大学によって求められる学力レベ
ルがさまざまだから、あなたにもちょ
うどよい大学があるはずよ」。
　「何を決め手に選べばいいでしょう
か」「入学時から卒業時までにどれだ
け成長できるかという『学習成果』を
見るのはどうかしら。カレッジ・ポー
トレートなら主要なデータを比較でき
るので、入学時の学力は同じくらいな
のに、卒業時には意外と差がついてい
るといったことがわかるのよ。日本の
大学では、こういう情報ってほとんど
見られないでしょう。あとは『学生満
足度』もポイントね」。「学力が伸びる
かどうか」というのは、自分にとって
大切なポイントだとススムは思った。
　ススムがカレッジ・ポートレートで
もう一つ気になったのは、「学生の経
験」という項目だった。「クラス外の
教員と共に図書や理論について議論し
た」「異なる人種や民族の学生と共に
深刻な話題をよく議論した」などの経
験ができたかという質問に対する学生

の肯定率を示している。「再度、大学
で学ぶ場合、同じ大学を選ぶか」とい
う項目にも興味を覚えた。 夢中で検索
していると、「もう19時よ」と、比角
先生から声を掛けられた。

　2年生の夏、ススムはアメリカのあ
る州立大学をめざし、英語の学習に力
を入れていた。廊下で久しぶりに比角
先生に会った。「日本でも “理想の
ポートレート”ができたのよ」。
　ススムは、進路指導室で“理想の
ポートレート”にアクセスした。対象
は日本の全大学ということだ。学問分
野など基本的な条件を入力した後、
「英語による授業を重視するか」「教
養教育を重視するか」「アクティブ・
ラーニングを重視するか」などの質問
に答えていく。専門用語にはわかりや
すい解説が付けられていた。候補の大
学から1つをチェックすると……。
　それは、ススムが進学を考えたこと
もない地方の私立大学だった。この大
学は、カテゴリー内での客観的評価が
高い大学であることがわかった。それ
は、「客観的評価」の各項目を「他大学
と比較する」機能で見比べたからだ。
規模や学問分野が近い大学がまとめら
れており、同じカテゴリーの中で平均
値が出されている。この平均値と個別
の大学の数値・指標を比較するしくみ
になっていた。各大学のウェブサイト
の該当ページともリンクしており、よ
り詳細な情報が得られるようだ。
　「学習成果も公表しているのね」と
比角先生。大学のカテゴリーごとに実
施された1年次と4年次の共通テスト
の結果が全学の平均点で示されてい
る。「客観的評価」にある「学生からの
評価」にカーソルを合わせると、「ア

クティブ・ラーニング実施状況」が点
滅した。この大学で、学生から最も評
価されているのはアクティブ・ラーニ
ングのようだ。比角先生は「多様な評
価軸があるわ。いろんな角度から大学
の良さを見つけることができるのね。
ススムが重視したいことは何だっ
け？」と問い掛けてきた。
　ススムは、授業や成績評価が厳しく
てもよいので、国際的に活躍できる力
を身に付けたいと思っている。アク
ティブ・ラーニングも重視したい。
ハーシュミーのような人物は、知識が
豊富なだけではなく、その活用方法に
長けていると思うからだ。この大学は
教育の特色に、「教養教育の充実」を
掲げている。英語教育に重点を置き、
必修の単位数が他大学よりも多い。全
ての教養教育科目にグループ討議やプ
レゼンといったアクティブ・ラーニン
グの手法が取り入れられている。一定
の英語力を身に付けないと、2年次へ
の進級が認められないという、他では
見られない厳しい条件を掲げていた。
　おもしろい情報や機能もいくつか
あった。例えば、教職員や学生が教育
の特色を説明する動画が充実してい

た。そこから、大学のSNSにリンク
しており、動画の登場人物に質問をす
ることができる。表示した大学と学び
の内容などが近い大学をピックアップ
してくれる機能もあるようだ。

　“理想のポートレート”との出合い
から2年後、ススムは国内のある地方
私立大学の国際経済学部で学んでい
る。地場産業活性化の提言書作成のた
め、企業へのヒアリングやチームでの
グループワークに忙しい。親しくなっ
た社長からは、新たな輸出先として検
討中のシンガポールの市場視察を、大
学を通して打診されている。入試難易
度は決して高くない大学だが、誰もそ
んなことを気にしていなかった。
　ススムが比角先生に送ったメールに
は次のように記されていた。「授業は
ハードですが、充実した毎日を過ごし
ています。この大学を選んで本当によ
かった。将来は日本の優れた商品を世
界中の人々に知ってもらえるような仕
事に就きたいと思っています」。

米国教育省の全米教育統計センターが2007年
に運用を始めた大学情報公開システム。法律に基
づいて各大学から情報を収集し、基本的な情報を
網羅的に示す。7000以上のほぼ全大学を網羅
し、信頼度は極めて高い。大学の情報を比較でき
る機能がある。

高等教育機関を中心とする5000以上の学校から
なる非営利機関、カレッジボードが2012年に運用
を始めた大学情報公開システム。主要なデータ
ソースは従来からある量的なデータだが、これまで
の大学情報の公開とは異なり、利用者があらかじ
め用意された質問に対し、ウェブ上で段階的に回
答していくことによって、自らに合った大学を探す
ことができる。網羅性が高く、各大学の情報を比較
できる機能もある。

2つの州立大学団体が中心となって作られたボラ
ンタリーシステム・オブ・アカウンタビリティーとい
う団体が運用する大学情報公開システム。専門機
関による学生調査のデータから、学生の経験に関
わる情報や、テストに基づく学習成果の情報を提
供し、比較が可能。学生の質を表すデータを比較
することによるリスクが十分に管理されていない
との批判もある。参加大学数が約300と少ないこ
とも課題。
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教養教育の充実
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大学はいくつかのカテゴリーに分かれており、
数値や指標はカテゴリーごとに平均値が示されている

指標等にマウスのポインターを置くと
関連する複数の情報が光り、補足情報も示される。
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